
は じ め に

著者らは，愛媛県の伝統的漁業について，操業形式及

び漁獲方法を記録することを目的とし，県内各地で現地

調査を行ってきた．「がにづり」とはすくい網漁業の１

つに分類され，一般には，かにすくい網漁業と呼ばれる

（金田１９９４）．本稿で取りあげている「がにづり」は，

かにすくい網漁の地元での呼称である．現時点では漁業

自体がほとんどなく，また，操業の経験者も高齢なた

め，早急な調査が必要であると考えられた．

今回，昭和３０年代まで燧灘西部海域で行われてきたが

にづり漁業について，操業実態や操業方法について記録

を残すため，操業経験者から聞き取り調査を実施すると

ともに，かつての漁獲作業を再現し映像撮影を行った．

操業の再現は２００２年１０月２１日に実施し，聞き取り調査は

２００５年１２月に，操業経験のある３名に対して行った（表

１）．

がにづり漁業の概要

がにづり漁業が操業されていた燧灘西部は西条市に面

し，海岸は単調で遠浅である．現在は主に底びき網漁業

及び刺網漁業が操業され，冬期には海苔養殖が行われ

る．がにづり漁業の漁獲物であるガザミの漁獲量も多

い．

がにづり漁業は愛媛県漁業調整規則における許可漁業

でないため，自由漁業に該当すると考えられるが，現時

点では操業者がほとんどいないため明確ではない．な

お，愛媛県の近県では，香川県備讃瀬戸でも操業されて

いた（香川県農林水産部水産課１９９８）．

操 業 形 態

聞き取りによると，７月から１１月（河原津地区），ま
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たは９月から１１月（西条地区）にかけて操業していた．

操業時間は８時間程度であったが，昼夜関係なく操業し

ていた．河原津地区の漁場は平市島周辺～河原津より距

岸１，５００メートルの海域，西条地区は加茂川河口沖合

３，０００メートル付近海域であり（図１），両地区とも漁場

は，やや沖合域に形成されていた．なお，聞き取り対象

者全員が，重要なガザミの餌であるホトトギスガイ（底

生性二枚貝）群集付近にガザミ漁場が形成されていたと

認識していた．干潟に着底したガザミは成長とともに沖

合に移動することが知られており（塩田１９９２），商品価

値の高い大型のガザミを漁獲するために沖合域で操業し

たと考えられる．１日あたりの漁獲量は１０�程度と推定
されたが，その年の資源量や餌環境により大きく変化し

たようであった．終戦直後のがにづり漁業の操業者は河

原津地区で約３００人，西条地区で約１００人であったが，対

象地区の漁業者のほとんどが実施していたのが実状であ

ったと考えられる．がにづり漁業が開始された年代は明

確でないが，少なくとも明治中期には開始されていたと

考えられる．昭和３０年代までは，がにづり漁業がガザミ

を漁獲する主要な漁法の一つであったが，漁業効率の良

いかにかご漁業やかに建網漁業への転換により急速に衰

退し，現在は正規の漁業としては操業されていない（表

１）．

漁 具 の 形 状

がにづり漁具の一般的な作りは，伝統的漁具漁法等収

集伝達資料（愛媛県水産局水産課１９８８）に詳しい．本調

査で使用した漁具は，傘を逆にした形状で，直径３７�，
高さ２８�，重量１．３７�であった．鉛で鋳こんだ部分から
縦方向に太さ９．５�の針金が１本，横方向に太さ４．１�の
針金が８本放射状に固定されている．横方向の針金は先

端部を高さ６�程度曲げて返しを作り，針金の隙間に糸
を張り，引き上げ時にガザミが落ちないようにしてい

る．縦方向の針金と竹を並べて一緒にタオルで巻き，針

金だけに比べて餌が固定しやすい工夫をしている（写真

１，２）．操業されていた当時の材料は，鉄の針金・鉛・

木綿糸であった．腐食やもつれの防止に，糸に柿渋をつ

けていた．また，漁具は自家製であり，大きさや返しの

高さは人によって異なっていた（表１）．

操 業 方 法

がにづり漁業は，（１）漁具への餌の取りつけ，（２）

漁具の投網，（３）漁獲の確認・引き上げが主要な作業

であり，通常一人で操業する．

（１）餌の取りつけ

漁場に到着後投錨し，漁具に餌を取りつける．餌の魚

は，背開きにして内臓ごと中央部の軸に巻き付け，外れ

ないように紐で縛る（写真３・４）．餌についての聞き

取りでは，「トラフグが最も良かった．そのほかはチヌ．

内臓をつけたまま開いてつけた．」（河原津地区），「延縄

で獲れた魚（ネズッポ，カレイ，フグ，ハゼ，ベラ）な

ど，新鮮なものが良かった．」（河原津地区），「カレイが

多く獲れていたのでカレイを使った．切り目を入れて道

具に巻き付けた．」（西条地区）とあり，漁業者や地域で

違いがあった（表１）．

（２）漁具の投網

餌をつけ終えると，漁具につけた紐の一方を船に結

び，下手投げで海に投下し，漁具との紐が緩み過ぎない

ように船に固定する．同様に，残りの漁具も投下し船に

固定する（図２，写真５・６・７）．聞き取りでは，１

人で６丁使用していた（表１）．

（３）漁獲の確認・引き上げ

最初，静かにたぐり寄せ，紐のたるみをとる．紐を指

に巻き付け滑らないようにし，勢いよくたぐり寄せる．

漁具にのったガザミは，引き上げられるとき，水の抵抗

で漁具の底に押しつけられ動けなくなる．たぐり寄せる

手応えで，ガザミが漁具にいるか判断する．ガザミが漁

具にいる場合，手を休めず海上に引き上げる．ガザミが

いない場合，たぐり寄せをやめるか，一度引き上げてか

ら再び海に投下する（写真８・９・１０）．１つの漁具で

作業を終えると，残りの漁具にも同様の作業をする．餌

が食べられてしまうか，ガザミの寄りつきが悪くなる

と，船上に引き上げ，新たに餌を取り付ける．

なお，操業の再現は，２００２年１０月２１日の午後２時から

図２ 操業図
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３時３０分にかけて河原津漁港沖合５００�で実施した．当
日の天候は，晴れであった．餌には冷凍のコノシロを使

用し，２丁のがにづり漁具で操業した．この操業でイシ

ガニ４匹及びガザミ４匹の漁獲ができた．

お わ り に

がにづり漁業は昭和３０年代前半に，より漁獲効率の高

いかにかご漁業やかに建網漁業へ急速に転換が行われ，

現在では漁業としての操業実態はなくなっている．がに

づり漁業は，漁の間絶えず漁具の投網，引きあげ作業が

必要であり，１隻あたり６丁程度しか漁具を使用できな

かった．対して，かご漁は，漁具の設置後，時間をおい

てから引き上げる作業で漁獲ができ，かごを多数設置す

ることで漁獲量を上げることができた．そのため，がに

づり漁がかご漁に転換するのはごく自然な流れであった

と考えられる．このように漁具漁法の近代化により，伝

統的な漁業が急速に衰退しており，漁村文化の伝承の意

味からも伝統漁法資料の収集は価値が高いものと考えら

れる．今後とも，継続的に調査をすすめることで，消え

ゆく伝統漁業の記録を残し，愛媛県の漁法の変遷を伝え

る資料の一つとしていきたい．また，映像資料について

は，学校等から要望があれば貸し出し，教育普及にも役

立てていきたい．
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聞
き

取
り

内
容

河
原
津
地
区
１

（
河
原
津
漁
業
協
同
組
合
）

河
原
津
地
区
２

（
河
原
津
漁
業
協
同
組
合
）

西
条
地
区

（
西
条
漁
業
協
同
組
合
）

問
１
こ
の
漁
を
何
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
か
？

が
に
づ
り

が
に
づ
り

が
に
づ
り
（
が
に
つ
り
）

問
２
何
年
頃
か
ら
こ
の
漁
業
は
始
ま
り
ま
し
た
か
？

（
又
は
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
か
？
）

大
正
時
代
に
は
始
ま
っ
て
い
た
と
聞
い
て
い
る

遅
く
と
も
戦
後
に
は
始
ま
っ
て
い
た

明
治
中
頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は

問
３
何
年
頃
ま
で
こ
の
漁
業
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

昭
和
３５
年
頃
ま
で

か
に
か
ご
が
始
ま
る
ま
で

昭
和
３０
年
頃
く
ら
い
ま
で

問
４
漁
具
の
名
前
を
何
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
か
？

ガ
ニ
ヅ
リ
道
具

カ
ニ
ヅ
リ
道
具

問
５
漁
具
は
ど
の
よ
う
に
し
て
入
手
し
て
い
ま
し
た
か
？

自
家
製

自
家
製

自
家
製
半
径
２０
�
程
度

問
６
漁
具
は
ど
ん
な
材
料
で
作
っ
て
い
ま
し
た
か
？

鉄
，
鉛
，
細
い
糸

使
っ
て
い
た
の
は
そ
の
漁
具
よ
り
半
径
で
１
．５
倍
，

返
し
の
高
さ
は
約
２
倍
大
き
か
っ
た
，
人
に
よ
っ
て

漁
具
の
大
き
さ
は
異
な
っ
て
い
た

鉄
，
鉛
，
た
こ
糸

た
こ
糸
は
渋
柿
の
し
ぶ
を
塗
っ
て
硬
く
伸
び
な
い
よ

う
に
す
る

木
綿
糸
，
鉄
，
鉛

木
綿
糸
は
柿
渋
に
付
け
て
腐
食
，
も
つ
れ
を
防
止
し

た

問
７
漁
に
何
個
く
ら
い
漁
具
を
使
っ
て
い
ま
し
た
か
？

６
丁

６
丁

６
丁

問
８
餌
に
何
を
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
か
？

ど
の
よ
う
に
餌
を
つ
け
て
い
ま
し
た
か
？

ト
ラ
フ
グ
が
最
も
良
か
っ
た
，

そ
の
他
チ
ヌ
，
内
臓
を
つ
け
た
ま
ま
開
い
て
つ
け
た

延
縄
で
獲
れ
た
魚
，

ネ
ズ
ッ
ポ
，
カ
レ
イ
，
フ
グ
，
ハ
ゼ
，
ベ
ラ
な
ど
，

新
鮮
な
も
の
が
良
い

カ
レ
イ

切
り
目
を
つ
け
て
巻
き
付
け
た

問
９
１
年
の
内
，
い
つ
頃
漁
を
し
て
い
ま
し
た
か
？

７
～
１１
月

９
～
１１
月

９
月
～
１１
月
（
当
年
発
生
の
ガ
ザ
ミ
）

問
１０

何
時
頃
か
ら
と
り
は
じ
め
て
，

何
時
く
ら
い
ま
で
漁
を
し
て
い
ま
し
た
か
？

８
時
間
，
い
つ
で
も
釣
れ
た
が
，
自
分
だ
け
が

知
っ
て
い
る
漁
場
へ
は
暗
く
な
っ
て
か
ら
操
業
し
た

２４
時
間
す
る
人
も
い
た
が
，

私
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
操
業
し
た

昼
夜
と
漁
を
し
た

い
つ
や
る
か
は
そ
の
漁
師
に
よ
っ
て
違
っ
た

問
１１

燧
灘
の
ど
の
辺
で
漁
を
し
て
い
ま
し
た
か
？

平
市
島
周
辺
～
距
岸
１
，５
００
�
ま
で
，

浅
い
と
こ
ろ
で
は
小
さ
い
ガ
ザ
ミ
し
か
釣
れ
な
い
た

め

平
市
島
周
辺

加
茂
川
河
口
か
ら
沖
合
３
，０
００
�
ほ
ど

平
市
島
と
の
中
間
く
ら
い
ま
で

問
１２

ガ
ザ
ミ
以
外
に
ど
ん
な
魚
介
類
が
獲
れ
ま
し
た
か
？

ほ
と
ん
ど
と
れ
た
記
憶
が
な
い

ほ
と
ん
ど
と
れ
た
記
憶
が
な
い

ガ
ザ
ミ
の
み

問
１３

１
日
で
ど
の
く
ら
い
と
れ
ま
し
た
か
？
（
漁
獲
量
）

通
常
は
１０
�
ま
で
で
あ
る
が
，

３０
�
程
度
漁
獲
し
た
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

多
い
時
で
日
に
１０
�

１０
�
～
２０
�

ざ
る
２
杯
５０
匹
～
１０
０
匹

問
１４

当
時
ど
の
く
ら
い
の
人
が

こ
の
漁
を
や
っ
て
い
ま
し
た
か
？

昭
和
１０
年
に
は
３０
０
人
い
た

昭
和
２０
年
代
後
半
に
は
河
原
津
で

少
な
く
と
も
３０
人
く
ら
い
い
た
と
思
う

１０
０
人

問
１５

が
に
づ
り
漁
を
や
め
た
理
由
は
何
で
す
か
？

刺
網
と
か
に
か
ご
に
移
行
し
た

か
に
か
ご
に
移
行
し
た

昭
和
３０
年
頃
か
ら
の
が
に
建
（
か
に
建
網
化
学
繊

維
に
よ
る
建
網
の
普
及
）
同
３４
年
頃
，
が
に
く
ら

（
か
に
か
ご
）
の
方
が
楽
で
効
率
が
よ
く
，
皆
や
め

て
い
っ
た

表
１
が
に
づ
り
漁
業
操
業
経
験
者
に
対
し
て
の
聞
き
取
り
調
査
内
容
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写真１ がにづり漁具 写真２ がにづり漁具

写真３ 餌の取りつけ 写真４ 餌の取りつけ

写真５ 漁具の投網 写真６ 漁具の投網
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写真７ 漁具の投網 写真８ 漁獲の確認・引き上げ

写真９ 漁獲の確認・引き上げ 写真１０ 漁獲の確認・引き上げ
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